
 グループホームほうじょう運営推進会議 報告書  

 

開催日 令和６年 11月 21日（木）  

開催場所 グループホームほうじょう リビング 

 

出席者 

構成区分 人数 構成区分 人数 

入居者の家族 1名 行政（北栄町福祉課） 1名 

 

地域住民の代表 2名 

（１名欠席） 

知見を有する者 １名 

 

事業所 

出席者 

施設長 管理者 

グループホーム入居者代表  

＜状況報告＞（令和６年 10月～令和６年 11月） 

入居者の状況 

入居人数（9月：１8 名 10月：１8名） 

             男性（ 1名）女性（17名） 

要介護１（4名） 要介護２（10名） 要介護３（３名） 

要介護４（1名） 要介護５（0名）平均要介護度（2.05） 

年齢（平均 88.6歳）      （最高 １００歳） 

〇入退去なし 

＜近況報告＞ 

行事関連（9/20～11/21） 

日付 内容 

9/20 （金） 北栄町敬老祝詞 

9/25  （水） ボランティア オカリナ演奏 

9/26 （木） ボランティア 読み語り 

9/29 （日） ふるさと外出 旧大栄方面 

10/5 （土） ふるさと外出 旧北条方面 

10/6 （日） おやつ作り（どら焼き） 

10/10 （木） 芋ほり（あずま園） 

10/12 （土） お寿司テイクアウト 

10/13 （日） 土下秋まつり 

10/17 （木） ボランティア 読み語り 

10/17 （木） 訪問散髪 

10/21 （月） ボランティア 喫茶 花束・オカリナ演奏 

10/26 （土） 干し柿づくり 

11/1 （金） オレンジカフェ「なう」 

 



 

 

＜研修、その他＞ 

（9/20～11/21） 

 

＜事故報告＞ 

（9/20～11/21） 

9月 2件 

①発生日時 9月 28日（土） 8時 30分  （れんげ村） 

内容 汚物室シューターの詰まりあり業者による配管カメラでの確認行う。配管

カーブ周辺に異物の詰まり確認する。（内容物：スプレーボトル）シュータ

ー一式、業者が持ち帰り異物の除去作業実施。 

日付 内容 

11/3 （日） 北条ふるさとまつり （北条健康福祉センター） 

11/7 （木） 仁厚会敬仁会中部エリア事業所合同レクリエーション企画 

ボッチャ交流大会 

11/9 （土） お寿司テイクアウト 

11/10 （日） 

11/17 （日） 

紅葉ドライブ（三徳山、投入堂近辺） 

11/14 （木） ボランティア 読み語り 

11/16 （金） 手芸教室 クリスマスリース作り 

11/18 （月） 喫茶 花束 

11/20 （水） ボランティア オカリナ演奏 

11/21（木） 運営推進会議活用外部評価実施 

日付 内容 

10/2 （水） BCP 研修 

10/5 （土） 仁厚会、敬仁会合同職員運動会  

10/7 （月） 介護ラダーⅡ（5年~9年目）1名参加 

10/8 （火） 

10/9 （水） 

心肺蘇生研修 講師：老健看護師 

10/11（金） 両法人 階層別研修「ミドルコース（中級）」1名参加 

10/18（金） 介護ラダーⅢ（10年目以上）1名参加 

10/29（火） 両法人 階層別研修「ミドルコース（中級）」1名参加 

11/14（木） 下半期食中毒予防研修 講師：（株）二イタカ 前川裕子 氏 

11/15（金） ISO サーベイランス 

11/15（金） 認知症ケア向上連絡会研修会 高齢者の権利擁護 「わかる」は

「できる」  講師：林原 豊 氏 



原因 ①汚物室内の棚に置いていたスプレーボトルが汚物流しに落下し、気づか

ずに流してしまったと考えられる。 

②汚物室の物品が多く、高い位置に置いてある物もあった。 

（落下防止の為、汚物室内の棚を縁の高いケースに変更し整理していたが、

それ以前に落下した可能性あり）                            

対策 ①汚物流しに蓋を設置する。水を流す前に汚物流し内に異物がないか確認

する。 

②汚物室内を整理し高い位置に物を置かない。不要な物品を置かない。    

②発生日時 9月 28日（土）16時 24分 年齢 91歳 女性 介護度 3 （れんげ村） 

内容 見守りセンサーマット通知あり。スマホのライブ映像を確認しながら訪室

するとセンサーマットの上に体育座りしているのを発見する。本人「滑っ

ちゃったに」と話す。 

原因 ① ベッドに座ろうとした際に座りが浅く、ずり落ちた可能性あり。 

（不穏や混乱あり。職員の介入に対し口調強くなったり、混乱の増悪見ら

れる事あり。スマホライブ映像活用し、適度に距離を保ち見守りを行って

いる） 

②長時間安静後の動作時で、尿意により動作に焦りがあった可能性あり。 

 

対策 ① センサーマット、スマホライブ映像の活用継続する。座りが浅くなりそ

うな時は深く座れるように補助する。                                         

② 排泄間隔が長時間空く場合は本人の様子をみながら排泄の声かけ等介

入を行う 

 

（10月）1件 

①発生日時 10月 10日（日）15時 53分 年齢 86歳 女性 介護度 1（れんげ村） 

内容 居室より「あー」と声がし訪室する。ベッド頭側に設置のベッド柵上部に

右手首が挟まった状態でテーブル側に足を向け、ベッドと窓の間の床に長

座位で座り込んでいるのを発見する。             

原因 ①バランスを崩した際にベッド柵に掴まろうとして手首が挟まった可能

性あり。 

ベッド柵を固定していたネジが外れており、ベッド柵が動いた事で転倒に

繋がった可能性あり。 

②腰部痛あり、歩行不安定ですり足傾向。普段は U字歩行器使用してい

るが、居室内や短距離は独歩で移動される事が多い。 

※本人の申告では居室内のテーブル席からベッドに置いていた乳液を取

ろうと独歩で移動した際にバランスを崩したとの事。 

※見守りセンサー転倒通知設定していたが、転倒時の映像は残っていなか

った。 



※動作自立しており、日中夜間共に居室内での動き活発。本人のペースで

生活しており、過干渉によりストレスとならないよう、さりげない見守

りにて対応していた 

対策 ①ベッド柵のサイドフレームのネジが外れており、ネジを止め直す。また、

ネジの緩みがないか適宜確認を行う。 

（１階２階共に全てのベッドを確認し、ネジがない物、緩んでいる物は止

め直す。） 

②PT に動作時の評価を依頼する。             

※対策は効果が確認できるまで検証を行い継続して実施。又介護計画書にて検証を行って

いく。 

 

＜待機者状況＞ 

待機者（16名）新規申し込み 10月 3件、11月 1件 

 

＜身体拘束について＞ 

・身体拘束の適正化に向けて取り組んでいる。身体拘束なし 

 

次回令和６年度第 5回運営推進会議 令和 7年 1月 30日（木）10：00～ 開催予定 


